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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 

 

兵庫教育大学は、「選択的評価事項Ａ 研究活動の状況」において、目的の達成状況が良

好である。 

 

当該選択的評価事項Ａにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 研究の成果としては、出版助成を受けた学術書の刊行や国際学術誌への掲載論文もあり、受賞や招待

講演等も多い。 

 

当該選択的評価事項Ａにおける主な改善を要する点として、次のことが挙げられる。 

○ 科学研究費補助金の採択件数が少なく、また申請率及び採択率も低い。 

 

 

兵庫教育大学は、「選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」

において、目的の達成状況が良好である。 

 

当該選択的評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 大学と教育現場の協働的教師教育プログラム推進のためにリエゾンオフィス（現在は教育実践コラボ

レーションセンター）を設置して、より組織的な運営体制を整備し、教員の力量形成を支援している。 
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Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価 

 

【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ａ－１－① 研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能しているか。 

平成 18 年度から、従来の部・講座制を改編して、研究組織と教育組織を分離し、研究組織として、基

礎教育学系（33人）、臨床・健康教育学系（29人）、社会・言語教育学系（36人）、自然・生活教育学系（39

人）、体育・芸術教育学系（31 人）の５つの学系を置き、教員（教育・社会調査研究センター所属教員を

除く）はそのいずれかの学系に所属している。 

研究活動に関連する施設として、学校教育研究センター、実技教育研究指導センター、発達心理臨床研

究センター、情報処理センター、教育・社会調査研究センター、教育実践コラボレーションセンターが設

置されており、教育・社会調査研究センター（教授１人、講師１人、助教２人）以外は、学内教員の兼務

で運営されている。 

研究活動は、学系とセンターに所属する教員を中核に行われているが、共同研究には、客員教員や附属

学校教員も参加している。また、兵庫教育大学（基幹大学）、上越教育大学、鳴門教育大学及び岡山大学に

よって構成する連合学校教育学研究科（博士課程）（以下、連合大学院という。）においても、共同研究プ

ロジェクトが組まれている。 

  研究推進のために研究推進委員会が設置され、それを支える事務組織として研究支援課が置かれている。

連合大学院のプロジェクトについては、共同研究プロジェクト推進委員会が研究計画を策定している。 

学内の研究成果発表の場として、『兵庫教育大学研究紀要』（年２回）や『教育実践学論集』(連合大学

院)のほか、各学系及び附属学校の各種研究誌等、16 種の機関誌が刊行されており、研究紀要は学術情報

課がウェブサイトによる公開を含めて、その発信に当たっている。平成17年度からは、英文論文のウェブ

サイト上での公開も行われている。 

また、教育実践学の研究を推進するために、大学と大学院修了生・学部卒業生を結ぶ「兵庫教育大学教

育実践ネットワーク（hyokyo-net）」を設け、修了生・卒業生と大学双方が教育現場の諸課題、実践活動の

記録等を発信・共有することで教育実践研究の拠点づくりを目指している。 

これらのことから、研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能していると判断する。 

 

Ａ－１－② 研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されているか。 

研究活動に関する基本方針は、中期目標に研究に関する目標が定められ、それに基づいてさまざまな施

策が実施されている。 

科学研究費補助金の獲得及び適正な執行を図るために説明会を実施し、大学構成員の意識の高揚を図る

とともに、応募に際しての注意点や補助金使用ルールについて説明している。受託研究や奨学寄付金につ

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

Ａ－１ 大学の目的に照らして、研究活動を実施するために必要な体制が適切に整備され、機能して

いること。 

Ａ－２ 大学の目的に照らして、研究活動が活発に行われており、研究の成果が上がっていること。 
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いては、その取扱規程に従って、受け入れている。 

大学内部での研究資金の配分については、財務委員会が予算配分基準に基づき予算案を策定している。

教育研究基盤経費は、研究支援費、教育支援費、社会貢献支援費の３つに区分して、その重点配分基準を

定め、研究支援費については、著書、学術論文、プロシーディング・学会発表、実技（設計・制作、演奏、

競技等）、翻訳・訳注、辞典・事典・ハンドブック等、外部研究資金の獲得等の実績をポイントに換算し、

それに基づいて配分している。 

また、平成17年２月に、教員が国内外において自らの専門分野に関する能力の向上を図ることを目的と

して、サバティカル研修制度を設け、実施細則に基づいて実施している。 

重点研究分野については、文部科学省に採択されたプロジェクト、学長裁量経費によるプロジェクト、

連合学校教育学研究科の学際的な共同研究プロジェクト等を計画的に推進している。また、萌芽的研究に

ついては、学長裁量経費による学内科研の制度を設けて研究支援を行っている。さらに、学外との共同研

究には、共同研究、内地研究員の受入と派遣、外国人客員研究員受入の制度が設けられている。 

研究成果としては、16種の学術雑誌及び広報誌『教育子午線』に加えて、附属図書館における「兵庫教

育大学学術情報リポジトリ（学術情報を収集、蓄積し配信することを目的としたインターネット上のサー

バ）」上で広く公表・発信され、また、地域交流推進センター、発達心理臨床研究センター等の各種事業を

通じて社会への還元が図られている。知識・技術の移転、環境・安全に関しては、それぞれ規程を定めて

対応している。 

これらのことから、研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されていると判断する。 

 

Ａ－１－③ 研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点等を改善するための取組が行われているか。

研究活動の質の向上にあたっては、自己点検・評価や外部評価、年度計画実績評価票の活用により、研

究活動の状況を把握している。 

平成14年度に、自己評価報告書を作成し、大学評価・学位授与機構による全学テーマ別評価（研究活動

面における社会との連携及び協力）を受けている。また、連合学校教育学研究科も、平成15年度に自己点

検・評価報告書を作成し、外部評価を受けている。 

平成17年度には、教員各自が自己の活動状況を客観的に見直し、意欲を高め、大学全体としての研究活

動の活性化と質の向上を図ることを目的として、「大学の研究目標の達成状況に関する評価指針」を策定し、

大学のウェブサイトに掲載し公開している。 

中期計画に、大学として目指すべき研究の方向として、学校教育実践に資する研究と生涯学習社会への

還元性の高い研究を掲げ、それを達成するために、毎年３件以上のプロジェクト研究を推進することとし

ている。その企画立案・推進と研究環境の整備に関しては、研究推進委員会が年度計画実績評価票を作成

し、また、連合大学院でも独自に実績評価票を作成しており、評価委員会がこれらの資料を基に問題点を

把握し、改善を図っている。 

改善の事例としては、（１）研究成果の公開促進を図るため、紀要の発行回数を年２回とし、ウェブジャー

ナルを刊行したこと、（２）自らの専門分野に関する能力の向上等を目的として、平成17年にサバティカル

研修制度を導入したこと、（３）大学院生の国際的な研究活動を支援するため、学生支援費を創設したこと、

（４）連合学校教育学研究科外部評価委員会の提言に基づいて、大学院生をリサーチ・アシスタントとし

て採用する制度を整備したこと、（５）平成18年度共同研究プロジェクトの新規公募２件のうち、１件を「授

業実践に関わるテーマ」に限定するとともに、プロジェクトチームの編成に当たって、テーマに即して大

学院生や学校現場の実践者等も参加できるようにしたこと、等がある。 
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また、平成19年度には「国立大学法人兵庫教育大学大学教員の業績評価指針」を策定・施行し、教育研

究活動や社会貢献・組織運営等の業績を体系的に把握して、教育研究等の質の向上を図るため、「研究業績

に対する評価を給与等の処遇に反映するシステム」が構築されている。 

これらのことから、研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し、問題点等を改善するための

取組が行われていると判断する。 

 

Ａ－２－① 研究活動の実施状況（例えば、研究出版物、研究発表、特許、その他の成果物の公表状況、国内外の大学・

研究機関との共同研究、地域との連携状況、競争的資金への応募状況等が考えられる。）から判断して、研究活

動が活発に行われているか。 

教員の研究成果は、主として各専門分野の学術雑誌、著書、研究紀要等に公表され、ほとんどの教員が

過去５年間に少なくとも３点の論文等を発表している。また、実技分野では、展覧会、公演、演奏会等に

おいて発表されている。なかには国際的な学術雑誌・学会・シンポジウムでの発表や海外公演もある。 

学長裁量経費によるプロジェクトや学内科研等は平成14～18年度までに、計81件を採択しており、その

内、中期目標策定後の毎年３件は共同研究プロジェクトを学校教育研究センターで進めている。学長裁量

経費の採択件数とその金額は、平成14年度28件（20,298千円）、平成15年度５件（5,905千円）、平成16年度

７件（6,662千円）、平成17年度27件（11,656千円）、平成18年度14件（6,000千円）である。 

また、これとは別に連合大学院でも構成４大学の幅広く厚い教員組織を活かした共同研究プロジェクト

（平成15年から平成18年度までで７件）を計画的に進めている。 

科学研究費補助金の新規申請数は、平成14年度63件、15年度83件、16年度63件、17年度63件、18年度72

件となっている。 

これらのことから、研究活動が活発に行われていると判断する。  

 

Ａ－２－② 研究活動の成果の質を示す実績（例えば、外部評価、研究プロジェクト等の評価、受賞状況、競争的研究資

金の獲得状況等が考えられる。）から判断して、研究の質が確保されているか。 

教員の研究成果は、主として各専門分野の学術誌、著書、研究紀要等に公表されているが、なかには科

学研究費補助金の出版助成を受けた学術書の刊行や、国際学術誌への掲載論文もある。 

平成14～18年度の５年間では、教育・心理、科学・技術、芸術等の分野での受賞・表彰は、例えばThe 

Bessie's New York Dance and Performance AwardsやＳＳＰＮ（Soil Science and Plant Nutrition）Award

など計34件がある。 

また、基調講演や招待講演等は、平成14～18年度の５年間では、計29件ある。そのなかには、基調講

演やシンポジウム等への招聘を受けている研究者もある。 

文部科学省等が募集する各種プログラム開発・研究開発プロジェクト等で採択されたものは、平成 14

年から平成18年度までに、「少子化に対応し、内省性と社会性・養護性を育むための「人間発達科」教育

プログラムの研究開発（附属小学校と共同研究）」（文部科学省、平成17～19年度、2,875千円[平成17～

18 年度分]）、「幼児の健やかな心身の成長・発達を育むための保護者の保育力を高める「親育てプログラ

ム」とその評価システムの開発による、幼稚園の教育課程及び地域子育てのあり方についての研究開発」

（文部科学省、平成18～20年度、1,500千円[平成18年度分]）、「平成18年度研究拠点形成費等補助金（海

外先進研究実践支援）」（文部科学省、平成18年度、3,000千円）、「平成18年度科学技術振興調整費」（文

部科学省、科学技術振興機構分担、平成18年度、1,755千円）、「教員研修モデルカリキュラム開発プログ

ラム（教育課題）」（独立行政法人教員研修センター、平成18年度、4,000千円）等がある。 
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科学研究費補助金の採択件数と金額は、平成 14 年度が新規 13 件（21,700 千円）・継続 20 件（73,190

千円）、平成15年度が新規22件（40,100千円）・継続23件（35,000千円）、平成16年度が新規11件（28,400

千円）・継続23件（32,700千円）、平成17年度が新規14件（30,300千円）・継続21件（23,800千円）、

平成18年度が新規13件（16,160千円）・継続15件（22,300千円）である。また、採択率（新規採択件数

／新規申請件数）は、平成14年度20.6%、平成15年度26.5%、平成16年度17.5%、平成17年度22.2%、

平成18年度18%である。 

受託研究の受入実績は、平成14年度３件（1,760千円）、平成15年度３件（2,110千円）、平成16年度

３件（5,000千円）、平成17年度２件（3,139千円）、平成18年度３件（2,905千円）である。 

奨学寄付金の受入実績は、平成14年度11件（19,274千円）、平成15年度11件（23,724千円）、平成16年度

15件（24,829千円）、平成17年度13件（19,069千円）、平成18年度11件（9,100千円）である。 

これらのことから、研究の質が確保されていると判断する。 

 

Ａ－２－③ 社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や関連組織・団体からの評価結果から判断して、社会・

経済・文化の発展に資する研究が行われているか。 

研究成果は、教育関係の領域では，小学校道徳の教材や指導資料として、学校教育に直接利用されたり、

小・中・高等学校教員を対象とした独立行政法人教員研修センター主催の「学校組織マネジメント研修」

に使われるなど、学校教育あるいは各種教員研修の教材・資料として、活用されている。臨床発達心理士

養成や統計学等の分野で、高等教育機関における教科書として利用されているものもある。研究活動が評

価されることによって、文部科学省「児童生徒の自殺予防に向けた取組に関する検討会」をはじめ、国や

地方公共団体の各種委員会に、教育・心理、人文・社会、科学・技術、芸術、体育等、さまざまの分野の

教員が委員として委嘱されている。 

社会関係の領域においては、日本文化理解教育や保育学に関する研究成果が新聞やテレビ等で取り上げ

られるなど、報道を通して社会一般に紹介されているものがある。また、芸術分野における研鑽の成果が

評価され、美術展や演奏会等を通して地域の文化に貢献している。 

産業技術の開発研究における産学連携の分野では、高感度フォトクロミック色素の開発など、企業にお

いて実用化されたり、特許取得したもの、繊維材料開発やスポーツウェア開発など、企業との共同研究が

行われている事例が認められる。 

これらのことから、社会・文化の発展に資する研究が行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 研究の成果としては、出版助成を受けた学術書の刊行や国際学術誌への掲載論文もあり、受賞や招

待講演等も多い。 

 

【改善を要する点】 

○ 科学研究費補助金の採択件数が少なく、また申請率及び採択率も低い。 
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【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 大学の教育サービスの目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定められてい

るか。また、これらの目的と計画が周知されているか。 

中期目標において、基本理念として、教育・研究に関して国の内外に「開かれた大学」であることを謳

い、地域社会との連携・協力を促進するための基本方針を定めている。それに基づき、人的・物的資源を

学外に開放し、地域社会に貢献すると同時に、全国の教育機関に対して教育サービスを提供するために、

社会連携委員会や教務委員会等において、次の観点ごとに方針を設定している。 

１ 正規課程の学生以外に対する入学許可：（ア）研究生（留学生含む）、（イ）科目等履修生、（ウ）特別

聴講学生、（エ）特別研究学生 の各制度 

２ 地方公共団体（教育委員会等）との連携：（ア）現職教員研修支援プログラムの開発・実施、（イ）包

括協定、（ウ）教育職員免許法認定講習、（エ）高大連携授業、（オ）その他の委嘱事業 

３ 地域社会への貢献：（ア）地域貢献事業、（イ）大学開放事業（公開講座等の開設を含む）、（ウ）附属

図書館の一般開放 

中期目標・中期計画・年度計画は、ウェブサイトに掲載され、広く学内外に公表されている。また、個々

の活動については、目的や計画を記載したリーフレット等を作成しており、これらのリーフレットを地域

の主要施設、教育機関、地方公共団体、教育委員会、国際交流協定締結大学（留学生に関するもの）等に

配布することにより、広く周知が図られている。 

これらのことから、計画や具体的方針が定められており、周知されていると判断する。 

 

Ｂ－１－② 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

正規課程の学生以外に対する入学許可については、「研究生（留学生含む）」、「科目等履修生」、「特別聴

講学生」、「特別研究学生」の各制度を設け、正規課程以外の学生として入学を許可している。また、これ

らの制度を利用して、国費外国人留学生と教員研修留学生が「研究生」、日本語・日本文化研修留学生が「特

別聴講学生」として受け入れられている。 

地方公共団体（教育委員会等）との連携については、平成 15 年度から、教員の力量形成を支援するた

め、兵庫県教育委員会等と連携して、現職教員研修支援プログラムの開発を行ってきたが、平成17年度に

は大学と教育現場の協働的教師教育プログラムのために「リエゾンオフィス」を設置し、より組織的な運

営体制を整備した。さらに、平成19年度からはリエゾンオフィスを「教育実践コラボレーションセンター」

に発展的に改組するとともに、新たに現職教員研修支援プログラム開発プロジェクトを立ち上げ、開発さ

れた現職教員向けの研修支援プログラムは、大学と教育委員会等との共催による研修において実際に活用

されている。 

また、神戸市教育委員会、宝塚市教育委員会、京都市教育委員会はじめ、近隣の地方自治体と個別連携

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

Ｂ－１ 大学の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、成果を

上げていること。 
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協力協定等を締結し、地域の学校教育等の支援を行っている。兵庫県及び神戸市との連携による「兵庫県・

神戸市教育職員免許法認定講習」には、指導大学として全学的な体制で取り組んでいる。さらに、兵庫県

教育委員会との間で締結した「県立高等学校生徒を対象とした大学の授業公開に関する協定書」に基づき、

「高大連携科目」を設けている。 

平成 16・17 年度に、文部科学省から「兵庫県教育委員会との連携による道徳教育の充実のための連携

研究事業」の委嘱を受けて、「特色ある体験活動を生かす道徳の時間の授業づくり」の教員研修を行い、ま

た、県内各地域の教員の参加による道徳教育講演会も開催されている。平成18年度には、文部科学省から

「小学校英語活動地域サポート事業」の委嘱を受け、兵庫県及び神戸市の教育委員会と連携して、担当者

が小学校に出向いて行う「訪問型」、大学で行う「集中型」の教員研修を実施するとともに、その結果や授

業実践報告を内容とするフォーラムを開催した。 

地域社会への貢献については、平成 14 年度以来、スクール・パートナーシップ事業によって、学校や

生涯学習機関等からの要請に応じて当該大学の教員を講師として派遣している。また、大学開放事業とし

て、小・中学生を対象とした「夏休みサイエンス＆ものづくり教室」（平成11年度より加東市公民館と連

携）、「夏休み親子科学ものづくり教室」（平成18年度、三木市教育委員会と連携）、地域住民や現職教員を

対象とした公開講座（毎年15講座程度）、「ひょうご講座」（２講座程度、ひょうご大学連携事業推進機構

と連携）、特別講座「親子コミュニケーション」（平成17年度、神戸新聞社と連携）等を開講している。 

附属図書館では、地域住民をはじめとする学外者にも全面的に開放し、学習機会を提供している。この

ことは、兵庫教育大学附属図書館利用規程に明記するとともに、具体的な利用方法については、附属図書

館ウェブサイトに掲載して学内外への周知を図っている。 

これらのことから、計画に基づいた活動が適切に実施されていると判断する。 

 

Ｂ－１－③ 活動の結果及び成果として、活動への参加者が十分に確保されているか。また、活動の実施担当者やサービ

ス享受者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

正規課程の学生以外に対する入学許可に関しては、過去５年間の平均で、「研究生」が修士課程及び博

士課程で年23人（うち外国人8.8人）、「科目等履修生」が学士課程及び修士課程で30.8人、履修科目数

は１人あたり3.4科目である。特に、正規課程以外の制度を利用する外国人留学生の受入数は近年増加傾

向（平成19年４月１日現在は33人で前年同日比＋８人）にある。中でも、「特別聴講学生」の出願者につ

いては、平成17年度には自費による者も受け入れている。また、平成17年度から、日本語・日本文化研

修留学生も「特別聴講学生」として受け入れている。なお、同制度による留学期間終了後、大学院修士課

程に進学した学生は、平成12年度から平成19年度まで計９人を数える。 

地方公共団体（教育委員会等）との連携に関しては、現職教員を主たる対象とした平成 18 年度研修事

業は、教員研修モデルカリキュラム開発プログラム事業の25回の研修に456人、学校管理職・教育行政職

特別研修（ニューリーダー特別研修）に243人、兵庫教育大学単独主催の研修講座（10年経験者研修等の

選択研修）18講座に184人、県立高等学校10年経験者研修（生徒指導）に91人等、総計1,000人程度の

参加者を数えている。これらの研修は、教育委員会等との連携や委嘱によって、ニーズに対応して実施す

るため、それぞれの機関が連携して、関係学校等への通知やウェブサイトでの案内による受講者の募集を

行うことにより、各講座に相応の職階、経験年数の受講者が参加する研修事業となっている。学校管理職・

教育行政職特別研修（ニューリーダー特別研修）、神戸市教育委員会との共催研修、姫路市立教育研究所と

の共催研修、大学単独主催の研修講座終了後のアンケート結果によると、いずれの研修でもほとんどの講

座で「見直し」よりも「継続」を希望する意見が多い。 
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地域社会への貢献に関しては、公開講座等の地域住民を主たる対象とした教育サービス活動の参加者か

らのアンケート結果において、ほとんどの項目で 90％以上の肯定的評価が得られている。もっぱら大学

キャンパスを会場に設定した公開講座では、募集人員に対する平均受講率は60数％であり、受講者の４割

弱はリピーターである。スクール・パートナーシップ事業の派遣件数は平成 14 年度 32 件、平成 15 年度

186件、平成16年度224件、平成17年度212件、平成18年度212件である。 

附属図書館は、平成２年度から学外者への館外貸出を開始しており、学外者による近年の館外貸出は、

平成15年度861人、平成16年度919人、平成17年度1,021人、平成18年度906人で、館外貸出全体に

占める学外者の割合は、それぞれ6.4％、7.3％、8.2％、8.5％である。なお、平成17年10月から通常期

における日曜・祝日の開館を試行し、平成18年度から本格実施している。 

これらのことから、活動の結果及び成果として、活動への参加者が十分に確保されており、また、活動

の成果が上がっていると判断する。 

 

Ｂ－１－④ 改善のための取組が行われているか。 

正規課程の学生以外に対する入学許可に関しては、国際交流委員会に留学生専門部会を置き、国際交流

全体の視野から、正規課程以外の学生を含めた外国人留学生の受入方針・教育課程について検討し、教授

会等と連携して改善を図っている。例えば、日本語・日本文化研修留学生の受入ができるように、「特別聴

講生制度」を利用したプログラムが創設され、平成17年度から学生の受入が開始されている。 

地方公共団体（教育委員会等）との連携に関しては、平成17年12月にリエゾンオフィスを立ち上げる

ことによって、個別のニーズに対して組織的に対応できるようになっている。また、各活動の実施後、企

画の趣旨に沿った活動であったか否かを、各講師の報告や参加者のアンケート等を基に検証している。 

地域社会への貢献事業等の各種事業は、主として社会連携委員会、地域交流推進センター会議等で企画

立案し、全学的な合意形成を得て実施し、実施後にアンケート調査を行っている。また、大学の立地条件

（兵庫県加東市）の不便さを考慮して、加東市内では附属小学校を事業の会場としたり、近隣地域では西

脇市、小野市、さらには神戸サテライトを会場とするなど、多くの事業が大学キャンパス外で実施されて

いる。 

附属図書館は、地域住民を含めた利用者サービスの充実を図るため、附属図書館運営委員会で事業計画

を策定するとともに、実施状況を把握し、館内に意見箱を設置するなど利用者サービス活動の達成状況を

検証している。 

これらのことから、改善のための取組が行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 大学と教育現場の協働的教師教育プログラム推進のためにリエゾンオフィス（現在は教育実践コラ

ボレーションセンター）を設置して、より組織的な運営体制を整備し、教員の力量形成を支援してい

る。 

○ 兵庫県教育委員会等と連携して、現職教員向けの研修支援プログラムを開発し、実際の研修におい

て活用されている。 

○ 平成 14 年度以来、学校や生涯学習機関等からの要請に応じて当該大学の教員を講師として派遣す

るスクール・パートナーシップ事業を実施している。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況  

（１）大学名  兵庫教育大学 

（２）所在地  兵庫県加東市 

（３）学部等の構成 

   学部：学校教育学部（学士課程） 

   研究科：学校教育研究科（修士課程） 

連合学校教育学研究科（博士課程） 

   関連施設：附属図書館 

学校教育研究センター 

実技教育研究指導センター 

発達心理臨床研究センター 

教育・社会調査研究センター 

教育実践コラボレーションセンター 

情報処理センター 

保健管理センター 

地域交流推進センター 

（４）学生数及び教員数（平成19年５月１日現在） 

 学生数：学部714人，大学院867人 

   専任教員数：171人 

２ 特徴  

 本学は，主に現職教員の学校教育に関する高度の研

究・研鑽の機会を確保する大学院（修士課程）として我

が国初の「新構想教育大学・大学院」として昭和 53 年

10 月に開設し，昭和 55 年，学部学生に先立ち，修士課

程大学院生を受け入れた。昭和 57 年には学部学生の受

け入れを開始し，平成８年には連合大学院博士課程を設

置し，博士課程大学院生を受け入れている。 

（１）教員のための大学 

 学部（学士課程），修士課程，博士課程の各段階にお

いて，それぞれの目的・段階に応じ教員としての教育実

践能力の向上につながる教育・研究を行うとともに，

「学問と教育実践の統一」に関する教育・研究の成果を

教員養成の改善・充実に活かしていくことを目指してい

る。 

 修士課程入学定員の３分の２（200 人）程度は，初等

中等教育における３年以上の教職経験を有する者をもっ

て充てることとしている。 

（２）社会に開かれた大学 

 本学は，全国から現職教員を受入れるとともに，兵庫

県との連携事業の実施をはじめ，心理臨床相談，公開講

座，附属図書館や運動施設の開放を行うなど，「社会に

対し開かれた大学」を目指している。 

 このほか，夜間開講を行う施設として「神戸サテライ

ト」を神戸市内に設置している。また，神戸サテライト

（夜間クラス）入学者が仕事と学業を両立しやすくする

ため，３年間かけて学ぶことができる「長期履修学生制

度」を設けている。 

（３）教育情報を発信する大学 

 修了生と在学生，教職員を中心とした教育現場と大学

を繋ぐネットワーク「兵庫教育大学教育実践ネットワー

ク(Hyokyo-net)」を平成16年度より運用している。 

（４）教育実習（実地教育）に重点を置く学士課程 

 学部教育課程においては，教員に関する資質形成は教

育の実地に即して修得されるものであるとして，４年間

にわたる「実地教育」を開設し，各年次の実地教育の履

修を通して，各科目の諸成果が統合化・共働化されるよ

うにコンカレント型の教育課程を編成している。 

（５）高い教員就職率の維持 

 教員志望の学生に教職への意欲を持続させ，一人でも

多くの学生を教育界に送り出すため，授業や相談体制，

進路指導体制の充実を図っている。その成果として，一

貫して全国の国立教員養成大学・学部の教員就職率トッ

プクラスを維持しており，平成 16 年度からは学部卒業

生の教員就職率は，３年連続で全国第１位となっている。 

（６）現職教員の再教育のための修士課程 

 教員の高度専門職業人としての力量形成を図るための

教育・研究機能を強化し，現職教員の再教育機関として

の役割を果たすとともに，これからの生涯学習に求めら

れる教育指導者を育成する教育機関として，大学院（修

士課程）に５専攻・14コースを用意している。 

（７）新しい大学院構想への取組 

平成 19 年４月から，修士課程に新たな専攻を設置し，

現代のさまざまな教育ニーズに対応できる高度の専門性

と実践力・応用力を備えた教員の養成・研修に取り組ん

でおり，教職大学院の設置を目指している。 

（８）教育実践学の構築を目指す博士課程 

 「学校教育学」を，従来の「教育学」とは違った独自

の学問分野として確立し，わが国における教員養成大

学・学部が独自の専門性を築くための拠点となるととも

に，教育実践学の高度な研究・指導能力を持った人材を

育成している。 
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ⅱ 目的（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 大学の目的 

教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）の精神に則り，学校教育にかかる諸科学の理論と応用に関する研究を

総合的に推進し，文化，社会の発展に資する創造的知性と人間愛に支えられた教員を育成し，もって教育，学

術，文化の進展に寄与することを目的とする。 

 

２ 大学の基本理念 

 教員には教育者としての使命感と人間愛に支えられた広い教養，教育の理念・方法及び人間の成長や発達に

ついての深い理解，教科に関する専門的学力，優れた教育技術や指導能力など専門職としての高度の資質能力

が求められる。これら高度の資質能力は，教育の伝統と創造を見すえた実践的な研究課題の設定及び解決に関

する能力に裏打ちされ，学校の管理や運営に関する知見などの全体的，総合的観点に支えられているものでな

くてはならない。 

  本学は，このような教員の資質能力の向上に対する社会的要請に応えるため，学校教育を中心とした理論的，

実践的な教育・研究を進める「教員のための大学」，教育・研究に関して国の内外に「開かれた大学」，さら

に教育実践の絶えざる改善・創造に向けて「発信する大学」としての特色を生かしつつ，時代の進展とともに

生起する教育諸問題に対応する教員の力量形成を支援し，わが国の教育の一層の発展に寄与するものである。 

 

３ 基本的な目標 

 大学の基本理念を実現するために平成 14 年７月に策定した「兵庫教育大学 21 世紀新構想大学プラン」を踏

まえ，平成 16 年４月からの国立大学法人化に向けて本学は以下の中期目標を設定した。 

（１） 教育実践学の確立及び教育研究における高度の質の達成 

（２） 学校教育における実践的指導力を持った教員の養成と現職教員としての優れた資質・力量を備えた

人材の育成，及び 教育実践学の高度な研究・指導能力を持った人材の輩出 

（３） 教員の高度専門職業人としての力量形成を図るための大学院の整備拡充 

（４） 教育研究の成果を活用した国や地域の教育，文化の向上への貢献 

（５） 国際社会へも開かれた大学としての教育研究面での国際交流の促進と国際貢献 

 

（学士課程・大学院課程等ごとの独自の目的） 

【学士課程】 

学校教育学部（学士課程）は，学生の人間形成を重視し，実践にかかわる教育，特に実地教育に新しい工夫

を加えることにより，児童等の成長と発達に関する総合的な理解力と学校教育における実践的指導力を備えた

教員の養成を図ることを目的とする。 

【大学院課程】 

修士課程は，主として初等・中等教育の実践にかかわる諸科学の総合的・専門的研究を通して，学校教育に

関する理論と実践についての研究能力及び実践の場における教育の推進者となりうる能力を養い，初等・中等

教育教員としての高度の資質や力量の涵養を図ることを目的とする。また，平成 19 年４月に設置した新専攻

（学校指導職専攻，教育実践高度化専攻）では，学校現場における実践力や応用力などの高度な専門性を身に

付けた指導的教員及び学校づくりの有力な一員となり得る新人教員を養成することを目的とする。 

  博士課程は，学校における教育活動や教科の教育に関する実践的研究を行い，実践を踏まえた高度な研究・

指導能力をもった人材を育成することを目的とする。 
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ⅲ 選択的評価事項に係る目的（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 本学は，基本的な目標の一つとして，「教育実践学の確立及び教育研究における高度の質の達成」を掲げてお

り，この基本的な目標を達成するため，中期目標として，以下の具体的な目標を掲げている。 

 中期的な期間を定めた目標 

（１） 研究の実施体制及び支援・推進体制に関する目的 

  1) 研究者・研究支援者の配置に関する基本方針 

ア 時宜に即応した研究課題に適切に取り組めるように，部・講座や各センターの新設・再編や教員の配

置等について検討し，機動的な研究組織を構築する。 

イ リサーチ・アシスタント等の研究支援者や，情報通信技術等に係る研究環境整備を支援できる技術職

員等の配置を強化する。 

  2) 研究環境整備に関する基本方針 

ア 高度な研究活動が推進されるように，研究施設・設備等の研究環境について常に点検し，整備する。 

  3) 学内・学外共同研究等に関する基本方針  

ア 学校教育に関するプロジェクト研究を推進・強化するため，各学系や学校教育研究センター，附属発

達心理臨床研究センター，附属学校園との連携を強化し，さらに，学外の機関（教育委員会や学校等）

との共同研究を行うための体制を整備する。 

（２） 研究活動に関する施策に関する目的 

  1) 知的財産の創出，取得，管理及び活用に関する基本方針 

ア 教育研究の成果を基盤とした知的財産の創出と活用を推進するための体制を構築する。 

（３） 研究活動の質の向上のために研究活動の状況を検証し，問題点等を改善するための取組に関する目的 

  1) 研究活動の評価及び評価結果を質の向上につなげるための基本方針  

ア 研究業績等の評価に関する学内の評価基準を策定し，その評価に基づき，学内における研究費の配分

の適正化を図る。 

イ 研究活動の状況や問題点を把握し評価するとともに，評価結果を研究活動等の質の向上及び改善につ

なぐための体制を整備し，適切に機能させる。 

（４） 研究活動の実施に関する目的 

  1) 取り組むべき研究課題に関する基本方針 

ア 学校教育の実践を中心に据えた学校教育学に関する研究を行い，学校の教育やそれを支える諸活動に

かかわる研究と，教科の教育にかかわる諸分野の研究を有機的に関連づけた研究を推進する。 

  2) 達成すべき研究水準に関する基本方針 

ア 現代の教育課題に対する社会的要請や教育実践課題，さらには地域の教育課題や教育政策形成など，

様々な側面で優れた水準の研究を達成する。 

  3) 研究の社会（社会・経済・文化）的効果・成果，成果の社会への還元等に関する基本方針 

ア 現代の教育課題に対する社会的要請や教育実践課題，さらには地域の教育課題や教育政策形成などに

関する研究成果を，社会や学校に積極的に還元し，研究の社会的効果を高めるよう取り組む。 

イ 大学院修了生等を結ぶネットワークを整備・活用して学校教育の実践に根ざした教育実践学の研究を

推進し，研究成果を学校現場に還元することにより，学校教育の質的改善・改革に貢献する。 
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選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

本学は，「教育研究に関して国の内外に『開かれた大学』」を，基本理念として掲げており，この基本理念に基

づいた基本的な目標として，「教育研究の成果を活用した国や地域の教育，文化の向上への貢献」を掲げている。 

この基本理念を念頭に，本学が持つ，幅広い専門分野のスタッフを揃えているという特性を活かして，これら

の人的・知的資源，そして各種施設などの物的資源を社会の発展に活かすため，本学独自に，あるいは地方自治

体をはじめとする他機関と連携して，社会のニーズに対応した多彩な事業を実施している。これらの事業を通し

て，より地域に開かれた大学を目指すことを目的とする。 

平成 16 年度に法人化するにあたり，正規課程の学生以外に対する教育サービスに係る中期目標として，以下の

具体的目標を掲げている。 

 

 中期的な期間を定めた目標 

（１） 地域社会との連携・協力を促進するための基本方針 

1) 教育研究の成果を組織的に地域社会，特に学校教育行政や学校現場に還元し，社会問題の解決や教育実

践に生かしていけるように社会サービス活動を積極的に推進する。 

（２） 他大学等との連携・支援に関する基本方針 

1) 他大学と連携して社会人に対する生涯学習の機会を提供する。 

（３） 国際的な連携・協力を促進するための基本方針 

1) 留学生を積極的に受け入れるとともに，交流協定大学等との人的交流を推進する。 
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ⅳ 自己評価の概要（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

研究活動に関して，「教育実践学の確立及び教育研究における高度の質の達成」という基本的な目標を掲げ，そ

の達成にむけて全学的に取組んでいる。 

1) 研究の実施体制，支援･推進体制の整備 

    中期目標にしたがって，時宜に即応した研究課題に取り組むことができるように，専任教員の研究組織と教

育組織を分離し，研究組織を基礎教育，臨床･健康教育，社会･言語教育，自然･生活教育，体育･芸術教育とい

う５つの学系に再編した。またリサーチ･アシスタントの採用制度を整備するなど，研究支援体制の強化にも

取り組んでいる。萌芽的な研究については，学長裁量経費によって研究支援を行っている。 

2) 研究活動の実施 

 中期目標に掲げている学校教育の実践を中心に据えた学校教育学に関する研究を活発に展開するとともに，

教員養成系大学の特徴を生かして，多様な学問分野における研究成果も生み出している。学術賞等の受賞者も

多く，質の高い研究活動が行われている。 

 共同研究にも積極的に取り組んでいる。学校教育研究センターを中心に３つのプロジェクト研究を実施して

いる。連合学校教育学研究科では，構成４大学の教員が，大学や専門領域を超えて常時３つの共同研究プロジ

ェクトを組織し，実施している。この中で，学外，海外の研究者とも積極的に連携して研究を進めている。 

 科学研究費補助金，現代 GP，教員養成 GP など競争的な外部資金も獲得しており，活発な研究活動が行わ

れ，質的にも高い水準を達成している。 

3) 研究成果の発信と社会還元 

    学内には 16 の学術誌が発行されており，研究成果の発信を積極的に行っている。また広報誌として『教育

子午線』を発行し，研究紀要を年２回発行するとともに，ウェブによる公開を行い，広く社会に研究成果の発

信を行っている。地域交流推進センター，発達心理臨床研究センター等において，公開講座，スクールパート

ナーシップ，教育相談などの事業を行い，研究成果の社会への還元を行っている。その他，教育分野，社会分

野，学術分野，産学連携分野において，さまざまに研究成果が活用されている。 

4) 研究活動の評価 

 研究に関する評価指針を設定するなど，研究活動の自己評価の体制を整備し，評価を積極的に行っている。

また連合学校教育学研究科では外部評価を受けており，その結果を大学の研究活動の改善に結びつけている。 

 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

本学では中期目標で定めている基本方針に基づき，その人的・物的資源を最大限に活用し，学外に開放し，地

域社会に貢献すると同時に，全国の教育機関に対しても様々な社会貢献活動を通した教育サービスを供給するた

めに，社会連携委員会や教務委員会等において次の視点ごとに方針を設定し，多岐にわたる活動に取り組んでい

る。 

1) 正規課程の学生以外に対する入学許可 

「研究生（留学生含む）」，「科目等履修生」，「特別聴講学生」，「特別研究学生」の各制度を設け，正規課程

以外の学生として入学を許可している。また，これらの制度を利用して，文部科学省の国費外国人留学生や

教員研修留学生を研究生として，日本語・日本文化研修留学生を特別聴講学生として受け入れている。 

2) 地方公共団体（教育委員会等）との連携 

平成 15 年度から県教育委員会等と連携して現職教員研修支援プログラムを開発し，教育研究成果の還元を
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図っており，また，地元地方自治体と学校教育に関する協定を取り決め，地域の学校教育の振興及び発展に

寄与している。 

「兵庫県・神戸市教育職員免許法認定講習」や「高大連携科目」の設定などでも全学的な体制で取り組ん

でいる。 

平成 16･17 年度には，文部科学省からの委嘱を受け，「特色ある体験活動を生かす道徳の時間の授業づくり」

の教員研修を行った。また，平成 18 年度には，「小学校英語活動地域サポート事業」として教員研修を実施

し，フォーラムを開催して成果を還元した。 

3) 地域社会への貢献 

学校，生涯学習機関等からの依頼により，学校単位として開催される校内研修会・教育研修活動等，ある

いは地域の生涯学習活動等に本学教員を講師として派遣するスクール・パートナーシップ事業を始めとする

８件の事業について活動を実施している。 

公開講座は，地域住民や現職教員を対象として，毎年 15 講座程度を開設している。また，「ひょうご大学

連携事業推進機構」との連携により，別途２講座程度を開講している。 

大学開放事業の一つとして加東市社公民館と連携し，小・中学生を対象とした「夏休みサイエンス＆もの

づくり教室」を実施し，附属図書館では，大学図書館として生涯学習社会構築に向けた社会貢献を果たすた

め，地域住民を始めとする学外者にも全面的に開放し，学習機会の提供を行っている。 

これらの計画は，全学教職員会議及び各教育職員会議で説明し，全学的な理解と周知を得て実施している。

また，この中期目標・中期計画・年度計画は，本学ウェブサイトに掲載し，広く学内外に公表している。 

関連する委員会や各種会議で，各活動の実施後，企画の趣旨に沿った活動であったか否かを，各講師から

の報告や参加者のアンケート等を基に検証し，改善を図っており，改善システムは充分に機能している。 
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ⅴ 自己評価書等 

 

対象大学から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しておりますので

ご参照下さい。 

なお、自己評価書の別添として提出された資料の一覧については、次ページ以降の「ⅵ 自己評価書に添付さ

れた資料一覧」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ホームページ  http://www.niad.ac.jp/ 

 

自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou200803/ 

daigaku/jiko_hyogokyoiku_d_s200803.pdf 
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ⅵ 自己評価書に添付された資料一覧 

 

事 項 資料番号 根拠資料・データ名 

選択的

評価事

項Ａ 

 

 

 

A-1-1-1 

A-1-1-2 

A-1-1-3 

A-1-1-4 

A-1-1-5 

A-1-1-6 

別冊資料1 

別冊資料2 

A-1-2-1 

A-1-2-2 

 

A-1-2-3 

A-1-2-4 

A-1-2-5 

A-1-2-6 

A-1-2-7 

A-1-2-8 

A-1-2-9 

A-1-2-10 

A-1-2-11 

A-1-2-12 

 

A-1-2-13 

A-1-2-14 

別冊資料1 

別冊資料2 

別冊資料19 

A-1-3-1 

A-1-3-2 

A-1-3-3 

A-1-3-4 

A-1-3-5 

研究活動実績表 別紙様式①－甲・乙 

研究活動実績表 別紙様式② 

研究活動実績表 別紙様式③ 

研究組織と教育組織との対応について（平成19年度） 

学内共同研究一覧 

学校教育研究センタープロジェクト研究発表会 

連合学校教育学研究科共同研究プロジェクト 

研究紀要ウェブ版 

ウェブジャーナル 

中期目標 

中期計画 

科学研究費補助金説明会実施要項 

兵庫教育大学科学研究費補助金採択状況等について，科学研究費補助金申請者一覧，科学研

究費補助金応募者名簿 

共同研究・受託研究（平成14,15,16,17,18年度） 

奨学寄付金受入状況（平成14,15,16,17,18年度） 

平成19年度予算実施計画 

平成19年度教育研究基盤経費における重点配分基準 

国立大学法人兵庫教育大学サバティカル研修制度実施細則 

平成18年度学内科研申請者名簿，研究成果発表者一覧 

国内外の共同研究推進支援にかかる受入研究員内訳 

刊行物一覧表，兵庫教育大学広報誌「教育子午線」 

機関リポジトリについて（兵庫教育大学学術情報リポジトリ） 

平成 18 年度スクール・パートナーシップ事業申請状況等一覧，公開講座実施状況（平成 18

年度） 

平成18年度発達心理臨床研究センターの活動報告 

兵庫教育大学における同和・人権教育推進の経緯 

中期目標 

中期計画 

国立大学法人兵庫教育大学危機管理対応マニュアル 

大学の研究目標の達成状況に関する評価指針 

年度計画実績評価票（研究推進委員会） 

年度計画実績評価票（連合学校教育学研究科） 

兵庫教育大学リサーチ・アシスタント実施要項，リサーチ・アシスタント採用者一覧 

兵庫教育大学大学教員の業績評価指針 

   



兵庫教育大学 

2-(8)-21 

選択的

評価事

項Ｂ 

B-1-1-1 

別冊資料１ 

別冊資料2 

B-1-2-1 

 

別冊資料20 

別冊資料21 

B-1-3-1 

B-1-3-2 

B-1-3-3 

B-1-3-4 

B-1-3-5 

B-1-3-6 

 

B-1-3-7 

B-1-3-8 

B-1-3-9 

B-1-3-10 

 

B-1-4-1 

B-1-4-2 

B-1-4-3 

中期目標，中期計画，年度計画 

中期目標 

中期計画 

地方自治体等との連携協力に関する協定書「国立大学法人兵庫教育大学と兵庫県加東市との

連携協力に関する協定書」 他12件 

「大学と教育現場の協働的教師教育プログラム」 

平成18年度現職教員研修支援プログラム開発に関する調査研究報告書 

平成14年度～平成18年度科目等履修生及び研究生入学状況等 

外国人留学生数の推移（正規課程と正規課程以外） 

外国人留学生数の推移（協定大学出身者の正規課程への入学者数） 

平成18年度兵庫教育大学現職教員研修支援プログラム開発 

改善意見シート１「講義等に対する評価」，改善意見シート２「内容・方法に対する評価」 

平成18年度兵庫教育大学と神戸市教育委員会（神戸市総合教育センター）との共催研修 ＊

〔成果及び課題をまとめたもの〕 

平成18年度教育研修講座アンケートより 

平成18年度兵庫教育大学単独主催の研修講座に関するアンケート集計結果（受講者） 

地域住民を対象とした教育サービス活動一覧 

平成 18 年度公開講座のアンケート集計結果 ＊〔地域住民を対象とした教育サービス活動ア

ンケート結果〕 

日本語・日本文化研修留学生プログラムの検討開始から受入れまで 

本学の高大連携事業に関する取組状況等について 

平成18年度附属図書館事業計画の実施状況について 
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